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第 1 章  公募の 目 的  

浜田市（ 以下「市 」という 。）は 、美 肌 観光の推 進を図 る ことを目 的に、

浜田市金 城町追 原 地区に浜 田市美 又 温泉美肌 観光拠 点 施設（以下「拠点施

設」とい う。）を整 備する。※参考 資 料 1「浜田市美 肌観 光につい て」参 照。  

拠点施設 には 、「 美 又温泉う るる 」と ともに 、「 にぎわ い 創出エリ ア」と

して 2 区画の民 間 商業 施設 用地を 整 備し、民間 事業者 が運営す る 飲食・物

販・体験施設 等の 出店を促 し、観光 消費額の 増加 、地 域雇用の 創出 、美 肌

観光とし ての周 遊 推進を図 るもの と する。  

本 要 項 は 、「 に ぎ わ い 創 出 エ リ ア 」 に 出 店 を 希 望 す る 民 間 事 業 者 （ 以 下

「出店希 望者」とい う。）を公 平・公正 に選定す るため 、事 業条件 、応募資

格、選定 基準等 を 明確化す ること を 目的と す る。  

 

第 2 章  事業概 要  

「にぎわ い創出 エ リア」の概要 、事 業方式 、貸付 期間 、事業 スケジ ュー

ル、施設用 途、イ ン フラ条件 等を 次 の とおり 定 める。市 は 基盤整備 を担い、

出店希望 者は施 設 整備・運 営・維 持 管理を担 う もの と する。  

 

1  事業名称  

  事 業 名 称 は 、「 浜 田 市 美 又 温 泉 美 肌 観 光 拠 点 施 設 に ぎ わ い 創 出 エ リ ア

民間商業 施設整 備 運営事業 」（ 以下「 本事業」 という 。） とする。  

 

2  施設の概要  

  施設 の概要 は 次のとお りとし、詳 細な位置 及び面 積 について は 別添図

面に示す ものと す る。「にぎ わい創 出 エリア 」は 、「 美又 温泉うる る」と

徒歩で回 遊でき る 配置とし ており、整備する 施設は、これら公 共空間 と

の連続性（歩 行導 線など ）を考 慮し た計画を 求める 。出店希望 者 は 、現

地状況を 十分確 認 した上で、敷地条 件 を踏まえ た施設 計 画を提案 するも

のとする 。  

⑴  浜田 市美又 温 泉美肌観 光拠点 施 設「美又 温泉う る る」  

 ア  所  在  地  島根県浜 田市金 城 町追原 31 番地 3 

イ  敷地 面積   5,865 ㎡  

ウ  施設 概要  日 帰り入浴 施設  

エ  駐車 台数  55 台  
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 ⑵  浜 田市美 又 温泉美肌 観光拠 点 施設「に ぎわい 創 出エリア 」  

貸付予定 区画（ 別 紙 1-1 及び 1-2「敷 地平面図 」参照 。）  

区  画  面積（予 定）  

Ａ区画  210.76 ㎡  

Ｂ区画  136.85 ㎡  

   ※  現在 工 事中であ り、設 計 上の面積 を参考 と して記載 。  

   ※  駐車 場 は、「 美又温 泉うる る」の駐 車場と 共 用とする 。  

 

3  事業方式  

事業方式 は、借地 借家法（平成 3 年 法律第 90 号）第 23 条第 1 項の事

業用定期 借地契 約 方式 とし、そのほ か 関係法令 に基づ き 貸付ける ものと

し、以下 のとお り とする。  

⑴  市は 、「にぎ わ い創出エ リア 」の整 備を行う ととも に、土地所有 者と

して出店 希望者 に 対象地を 貸し付 け る 。  

⑵  出店 希望者 は 借地人と して、自 らの資金 及び責 任 により「 にぎわい

創出エリ ア」に 建築 物を整備 し、営 業及 び維持管 理を行 う ものとす る。

※別途、 市の補 助 制度があ ります 。  

⑶  事業 終了後、民 間事業者 は契約 条 件に従い 原則と し て建築物 を撤去

し、更地 に復旧 し た 上で市 へ返還 す るものと する。  

 ⑷  契 約書は 、 公正証書 により 作 成するも のとす る 。  

 

4  契約期間  

契約期間は 30 年以 上 50 年以内 を原則 とし、 以 下のと お りとする 。  

⑴  建 築 物 の 耐 用 年 数 や 出 店 希 望 者 が 初 期 投 資 を 十 分 回 収 で き る 期 間

などを勘 案して 出 店希望者 が貸付 期 間につい て 提案 し、市と協議 して

決定する ものと す る 。  

⑵  契約 期間中 は、事業者が 継続的 か つ安定的 な営業 を 行うこと を基本

とし、無 断での 営 業休止や 用途変 更 は認めな い。  

⑶  契約 満了後 の 契約更新 は原則 と して行わ ず、必要 に 応じて新 たな公

募を実施 する。  

 

5  貸付条件   

「にぎわ い創出 エ リア」の貸 付は有 償とし、条 件は以 下のとお りとす
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る。  

 ⑴  貸 付料は 、浜 田市公有 財産の 有 償貸付け に関す る 取扱要綱（平 成 17

年浜田市 告示第 13 号）に基 づき算 定 するもの と する 。  

  ○貸 付料の 見 込額 （面 積等が 確 定した後 に再算 定 を行いま す）  

区  画  貸付料（ 予定）  

Ａ区画  71,700 円 /年  

Ｂ区画  46,550 円 /年  

⑵  出 店 希 望 者 は 貸 付 料 の ほ か 、 光 熱 水 費 、 維 持 管 理 費 、 施 設 修 繕 費 、

各種税金 及び営 業 に必要な 一切の 費 用を負担 するも の とする。  

⑶  借地 権の譲 渡 又は転貸 は、浜田 市 の事前承 認があ る 場合を除 き認め

ない。  

 

6  導入を期待 す る 商業施 設  

本事業に おいて 導 入を期待 する施 設 は、拠点施 設の目 的 としてい る美

肌観光の 推進を「 美又温泉 うるる 」との相乗 効果を 生 み出し、滞 在時間

の延長や 観光消 費 額の増加 に寄与 す る商業施 設であ る 。  

例）  

・地元食 材を活 用 したレス トラン  

・カフェ ・喫茶 店  

・ベーカ リー  

・スイー ツショ ッ プ  

・地産品 販売所  

特 に 美 肌 観 光 の タ ー ゲ ッ ト と し て い る 「 美 容 に 関 心 の あ る 方 」「 美 意

識の高い 方」「お 肌 に悩みを 持つ方 」な ど との親 和性や 、美 肌観光及 び地

域活性化 に資す る 提案につ いては 積 極的に評 価する も のとする 。  

営 業 時 間 に つ い て は 、「 美 又 温 泉 う る る 」 の 利 用 時 間 と の 連 携 を 考 慮

するとと もに、 利 用者ニー ズに対 応 できるこ とが望 ま しい。  

 

7  インフラ条 件  

「にぎわ い創出 エ リア」への給 水、排水、電力 、通信 等のイン フラに

ついては 、浜田 市 が隣接地 まで整 備 を行い、出店希 望 者が公共 インフラ

との接続 を行う も のと する 。  

（インフ ラの整 備 状況につ いては 、 別紙 2-1「美又温 泉 サブコア エリ
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ア図面（外構 配置 図）、別紙 2-2「美 又温泉サ ブコア エ リア図面（電 気配

置図）、別 紙 2-3「美又温泉 サブコ ア エリア図 面（配 管 等配置図 ）」 を参

照。）  

施設計画 に当た っ ては、防災計 画、バリアフ リー 、省 エネルギ ー、景

観形成、騒音対 策、廃棄物処 理等に つ いて関係 法令及 び 条例を遵 守しな

ければな らない 。  

 

8  建築物配置 の 条件  

建築物の 配置に 当 たっては、滞在者 の回遊性 を高め る ものとし、配置

条件は以 下のと お り とする 。  

⑴  建築 物の入 口 は可能な 限り園 路 又は広場 へ向け る こととし、拠点施

設 利 用 者 が 自 然 に 立 ち 寄 る こ と が で き る 動 線 を 形 成 す る も の と す る 。 

⑵  適切 な歩行 空 間を確保 すると と もに、ベ ンチや 植 栽等を配 置し、滞

在したく なる空 間 を形成す る もの と する。  

⑶  屋外 テラス や イベント スペー ス など、屋外 利用を 促 進する も のとす

る。  

 

9 ユニバー サルデ ザイン の 導入  

すべての 利用者 が 安心して 利用で き る施設と するた め、ユニバー サル

デザイン を積極 的 に導入す ること 。  

 

10 運営 計画等 の 要件  

出店希望 者は年 間 を通じて 安定し た 運営を行 うとと も に、以下の 事項

に配慮す ること 。  

⑴  季節 限定営 業 ではなく、拠 点施設 と連動し た 通年 営 業とし、繁忙 期・

閑散期そ れぞれ の 運営方針 を提案 す ること。  

⑵  地 域 イ ベ ン ト や 観 光 キ ャ ン ペ ー ン と の 連 携 に つ い て も 積 極 的 な 提

案を求め る。  

⑶  施設 運営に 当 たっては 、地域 と の協働を 重視す る ものとし 、地域経

済への波 及効果 や 美肌観光 推進が 期 待できる 取組を 評 価する。  

・地元食 材の活 用  

・地元企 業との 取 引  

・美又温 泉旅館 組 合等との 協働や 地 域イベン トへの 参 加  
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・地域雇 用  

・地域団 体との 連 携  

 

11 提案 に期待 す る事項  

出店希望 者は、単 に建物を 建設す る だけでは なく、美 肌観光推 進や拠

点施設と の相乗 効 果、美又 温泉全 体 の魅力向 上に寄 与 するなど 、独自の

提案を行 うこと が 望ましく 、以下 の 視点を重 視する 。  

・美肌観 光の推 進  

・拠点施 設利用 者 の滞在時 間延長  

・拠点施 設利用 者 の消費額 増加  

・ SNS 等による 情報 発信力  

・ターゲ ット層 へ の訴求及 び誘客  

・地域資 源を活 用 した新た な観光 コ ンテンツ の創出  

 

12 ブラ ンドコ ン セプト及 び景観 デ ザインガ イドラ イ ン  

出店希望 者は、自 施設のみ ならず、エリア全 体のブ ラ ンド価値 向上を

意識した 提案を 行 うものと する。市 は、世界 観との 整 合性を確 保するた

め、必要に 応じて 建 築物の デ ザイン 等 の見直し を 出店 者 に求める ことが

できる。  

⑴  基本 理念  

浜田市美 又温泉 美 肌観光拠 点は、全 国 温泉総選 挙美肌 部 門 1 位を獲

得したほ か、学 術 的・医学 的なエ ビ デンスを 有して い る美又温 泉を活

用し、「美 容に関 心 のある方 」「美意 識 の高い方 」「お肌 に 悩み のあ る方 」

をターゲ ットと し て、美 肌観光 の拠 点施設と して「美 肌」「癒し 」「自

然」「 上質な 時間」 を 提供す る施設 を 整備する 。  

本事業に おいて 整 備する商 業施設 は、単独で魅 力を発 揮 する施設で

はなく 、「美 又温泉 うるる」を中心 とし た一体的 な空間 を 構成する 施設

として計 画する こ と。  

そ の た め 、 建 築 デ ザ イ ン 、 外 構 、 植 栽 、 照 明 、 サ イ ン 計 画 、 家 具 、

色彩等に ついて は、本ガイド ライン に 基づき統 一感の あ る空間形 成を

図るもの とする 。  

⑵  目指 す世界 観  

   本 施 設 が 目 指 す 世 界 観 は 、「 美 肌 を 育 む 、 や さ し い 時 間 が 流 れ る 温
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泉街」である 。来 訪者が施 設全体 を 歩くだけ で、「癒 さ れる」「美 しく

なる」「写真 を撮り たくなる 」「 また訪 れたくな る 」と 感 じられる 空間

づくりを 目指す 。  

⑶  建築 物の意 匠 条件 等  

建築物は 拠点施 設 との世界 観の統 一 を図るも のとし、そ の意匠等 は以

下のとお りとす る 。  

ア  浜田 市景観 条 例 第 8 条に掲げ る 重点地区「美又 温 泉地区」である

ことから 、周辺景 観と調和 した意 匠 とし、美 又温泉街 の魅力向 上に

資するデ ザイン と するなど、美又温 泉 地域景観 づくり 協 定（ 別紙 3）

の色彩基 準など に 合致させ るもの と する。  

 イ  建 築デザ イ ン  

「美又温 泉うる る」及び公衆 トイレ 棟 との意匠（雰 囲気・屋根材・

屋根勾配・外 壁タ イル等の 色使い・緑化）や 周辺 自然 環境と調 和し

たデザイ ンとす る 。  

    推奨す る デザイン 例  

・木材を 多用し た 外観  

    ・軒を 深 く設けた 落ち着 い た建築  

・自然素 材  

    ・左官 仕 上げ  

・石材利 用  

・ガラス を活用 し た開放的 空間  

・温かみ のある 照 明  

    避ける べ き例  

・派手な 外壁  

・原色を 多用し た デザイン  

・大型広 告看板  

・ネオン サイン  

・安価な チェー ン 店イメー ジ  

ウ  色彩 計画  

建物外観 は、「美 又 温泉うる る」及び 自 然景観と 調和し た 落ち着い

た色彩と する。  

推奨色  

・ベージ ュ  
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・アイボ リー  

・木材色  

・グレー  

・ダーク ブラウ ン  

アクセン トカラ ー について も、景 観 全体との 調和を 図 ること。  

エ  外構 計画  

施設前面 には、木 製ベンチ 、植栽（花 壇）、テ ラス、自 然 石舗装な

どを積極 的に配 置 し、来 訪者が「 歩 きたくな る空間 」を形成す るこ

とを重視 する。  

オ  植栽  

植栽は美 又温泉 地 域景観づ くり住 民 協定を基 本とし つ つ、四 季を

感じられ る樹種 と する。  

推奨  

・モミジ  

・アジサ イ  

・ビワ  

・クリス マスロ ー ズ  

カ  照明 計画  

夜間照明 は、拠点 施 設全体の 雰囲気 を 高めるも のと し、暖 色系 LED

を 基 本 と し 、 過 度 な 演 出 照 明 は 避 け る 。 ラ イ ト ア ッ プ に つ い て も 、

拠点施設 の一体 感 を確保す る もの と する 。  

キ  サイ ン計画  

大型看板 や過度 な 広告表示 は避け 、施設ごと の個性 を 尊重しつ つ、

「美又温 泉うる る 」との統 一感を 持 たせる も のとし 、のぼり旗 の乱

立や点滅 看板、LED 大型表示 など派 手 な販促物 は避け る ものとす る 。 

ク  ブラ ンドロ ゴ の活用  

「美又温 泉うる る 」のブ ランド ロゴ 又はブラ ンドデ ザ インを適切

に活用し 、施 設全 体の統一 感を高 め る ものと する 。た だし、各店舗

の独自ブ ランド と の調和に も配慮 す る。  

⑷  監修 者の配 置  

   市 は、拠点 施 設とにぎ わい創 出 エリアと の世界 観 の統一及 び相乗効

果を高め るため、審 査にあた り次の と おり「デザ イン監修 者 」及び「飲

食店等監 修者」 を 設置する 。  
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  ア  デザイ ン 監修者  

建築計画 、外 構計 画、サ イン計 画、照明計画 等につ い て必要な 指

導助言を 行うた め 、拠点施 設の基 本 構想から 携わっ て いる「中 塩和

彦建築設 計事務 所 」（広島県広 島市中 区 大手町 2 丁目 11-17）をデザ

イン監修 者とす る 。  

  イ  飲食店 等 監修者  

    飲 食 店 等 の メ ニ ュ ー や 家 具 等 の し つ ら え に つ い て 必 要 な 指 導 助

言を行う ため、美又 地域の振 興に携 わ っている「くる みの 木 」（ 奈良

県奈良市 法蓮町 567-1）を飲 食店等 監 修者とす る。  

  

 ※  参 加申込 者 又は企画 提案者 及 びその関 係者は 、監修者に 対し、本

事業に関 する質 問 、要望 、情 報提供 、意見交換 、提 案内 容に関す る

働 き か け そ の 他 こ れ ら に 類 す る 接 触 を 行 う こ と を 禁 止 す る 。 な お 、

接触の事 実が認 め られた場 合には 、 失格とす ること が ある。  

 

第 3 章  応募条 件  

本事業は、浜田市 美又温泉 美肌観 光 拠点施設「 美又温 泉うるる」を核

として、美 肌観光 の 推進によ り交流 人 口拡大と 地域経 済 の活性化 を図る

ことを目 的とし て いるため 、応募 者 には単に 店舗を 整 備・運営 する能力

だけでは なく、拠 点施設と の連携 や 地域との 協働を 通 じて、美 肌観光の

価値向上 に貢献 す る姿勢が 求めら れ る。  

よって、本事業 を「 店舗誘致 事業」では なく、「美肌 観光の ブランド 価

値を高め るため の パートナ ー募集 」 と位置付 ける。  

このため、事業者 の選定に 当たっ て は、価格の みを重 視するの ではな

く、提 案内容 、運 営能力 、地域 との 連携、持続可 能性 等を総合 的に評 価

する。  

 

1  応募 資格  

本事業に 応募で き る者は、次 に掲げ る 条件をす べて満 た している 者と

する。  

⑴  本事 業を理 解 し、市内に 営業所 又 は住所を 有する 法 人又は個 人 であ

ること。なお、参 加申し込 み時点 で 、市内に本店、支 店、又は営業所

等がない 場合は、令和 8 年度末ま で に 本店、支 店、又は 営業所等 を置
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くこと。  

⑵  継続 的な事 業 運営が可 能な財 務 基盤を有 してい る こと。（直近 3 年

間におい て著し い 債務超過 又は継 続 的な赤字 経営で な いこと 。）  

⑶  市 、「 美 又 温 泉 う る る 」 の 指 定 管 理 者 及 び 美 肌 観 光 参 画 事 業 者 と 協

調 、 協 力 で き る こ と 。（ 美 肌 観 光 推 進 の た め に 実 施 予 定 の デ ジ タ ル 技

術を活用 した美 肌 会員制度 に参画 す ること ）  

⑷  飲食 店、物販 施設、観光 施設、宿 泊施設又 はこれ ら に類する 施設の

運営実績 を有す る ことが望 ましい。ただし、新 たな事 業展開を 目指す

事業者に ついて も 、十分な事 業計画 及び運営 体制が 示 され 、優良 なサ

ー ビ ス を 提 供 で き る 能 力 を 有 し て い る と 認 め ら れ る 場 合 は 応 募 で き

るものと する。  

⑸  営業 に際し て 必要な許 可、免 許 等を有す る者又 は 許可、免 許を受け

る事が確 実な者 で あること 。  

⑹  市税 の未納 が ないこと 。  

⑺  過去 3 年間 行 政処分を 受けて い ないこと 。  

⑻  会社 更生法 （ 平成 14 年法律第 154 号）の規 定によ る更生手 続開始

の申立て をした 者 若し くは なされ た 者 （同法第 41 条 第 1 項に規 定す

る 更 生 手 続 き 開 始 の 決 定 を 受 け た 者 を 除 く 。） 又 は 民 事 再 生 法 （ 平 成

11 年法律第 225 号 ）の規定 による 再 生手続開 始の申 立 て をした 者若

しくはな された 者 （同法第 33 条第 1 項に規定 する再 生 手続き開 始の

決定を受 けた者 を 除く。）でな いこと 。  

⑼  暴力 団員に よ る不当な 行為の 防 止等に関 する法 律（ 平成 3 年法律第

77 号） 第 2 条第 2 号に規定 する暴 力 団 （以下 「暴力 団 」という 。）に

該当しな いほか 、 次に掲げ る者で な いこと。  

ア  役員 等（提 出 者が個人 である 場 合にはそ の者を 、提出者が 法人で

あ る 場 合 に は そ の 役 員 又 は そ の 支 店 若 し く は 常 時 契 約 を 締 結 す る

事務所の 代表者 を いう。以 下同じ 。）が 暴力団員 による 不 当な行為の

防止等に  関 する法 律（平成 3 年法律 第 77 号）第 2 条第 6 号に規定

する暴力 団員（ 以 下「暴力 団員」 と いう。）。  

イ  暴力 団又は 暴 力団員が 経営に 実 質的に関 与して い る者  

ウ  役員 等が自 己、自社若し くは第 三 者の不正 の利益 を 図る目的 又は

第三者に 損害を 加 える 目的 をもっ て、暴力団又 は暴力 団 員を利用す

るなどし た者  
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エ  役員 等が、暴 力団又は 暴力団 員 に対して 資金等 を 供給し、又は便

宜 を 供 与 す る な ど 直 接 的 あ る い は  積 極 的 に 暴 力 団 の 維 持 、 運 営 に

協力し、 若しく は 関与して いる者  

オ  役 員 等 が 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 と 社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を

有してい る者  

 

2  事業 者に求 め る基本姿 勢  

出店希望 者は、美 肌観光の 一翼を 担 うことを 理解し、自社施設 のみな

らず、地 域全体 の 魅力向上 に取り 組 むものと する。施 設運営に 当たって

は、「美又 温泉う る る」と の相乗 効果を 意識し 、利用 者の満 足度向上 を図

るととも に、地域 住 民や観光 事業者 と の連携に 積極的 に 取り組む ことを

求める。  

また、「美 又温泉 う るる」との連 携方法 等につい て、具体的 な提案を 行

うこと。  

 

3  地域 資源の 活 用と 地域 事業者 と の連携  

美肌観光 の魅力 を 高めるた め、出店 希 望者 は地 域資源 を 積極的に 活用

すること 。特に 飲 食店等で の出店 希 望の場合 は、地 域 食材の活 用などに

ついて具 体的な 提 案を求め る。ま た、地元企業 との取 引 方針につ いても

明確にす ること 。  

地域事業 者との 協 働により、新たな 商 品開発や 美肌観 光 プログラ ムの

造成など を行う 提 案につい ては高 く 評価する 。  

 

4  地域 雇用及 び 人材育成  

出店希望 者は、地 域雇用の 創出に 積 極的に取 り組む こ と。また、従業

員研修や 接遇教 育 、人材育 成方針 に ついても 提案を 求 める。  

 

5  事業 継続計 画  

本事業は 長期間 に わたる借 地契約 を 前提とし ている た め、安定し た事

業運営が 求めら れ る。このた め、出店 希望者 は、開業後 5 年間の事業計

画及び収 支計画 に ついて、石央商 工 会・浜田 商工会 議 所や融資 機関等の

指導を受 けたも の を提出 す るもの と し、その 証とし て 商工会・商工会議

所等の推 薦書（ 様 式第 4 号）を添 付 するもの とする 。  
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計画には 次の事 項 を含める 。  

・売上計 画  

・利用者 数予測  

・経費計 画  

・投資回 収計画  

・資金調 達方法  

・リスク 対策  

第 4 章  募集等 の スケジュ ール  

 募集に 係るス ケ ジュール は、次 の とおりと する。  

選定の手 順  日  程  

募集開始  令和 8 年 8 月 19 日（水）  

質問書提 出期限  令和 8 年 8 月 28 日（金）  正午 まで（ 必着）  

質問書の 回答  令和 8 年 9 月 2 日 （水）  

参加申込 書提出 期 限  令和 8 年 9 月 16 日（木）  17 時まで （必着）  

応募書類 提出期 限  令和 8 年 10 月 9 日（金）  17 時まで （必着）  

審査（面 談）  令和 8 年 10 月下旬 （予定）  

内定通知 書の送 付  令和 8 年 10 月下旬  発送予 定  

※  審査 （面談 ） の開始時 間につ い ては、追 って連 絡 する。  

なお、面 談につ いて は対面を 原則と し ますが、やむを 得な い理由に よ

り難しい 場合に は 、オンラ イン （ Zoom）も可能と する。  

 

1  質問 等の受 付  

質問につ いては 、 以下によ り受け 付 けます。  

⑴  受付 期限   令 和 8 年 8 月 28 日（金）正午 まで（ 必 着）  

⑵  提出 方法  

質問書（ 様式 1） に より、浜 田市金 城 支所産業 建設課 宛 に電子メー

ル又は FAX により 提出して くださ い 。件名は「 浜田市 美 又温泉美 肌観

光拠点施 設（ にぎ わい創出 エリア ）出展者募 集」とし 、電子 メール ま

たは FAX により 提 出 してく ださい 。 電子メー ル、 FAX と もに電話 にて

送付した 旨お知 ら せくださ い。  

⑶  質問 の回答  

質問に対 する回 答 は、競争上 の地位 そ の他正当 な利害 関 係を害する

おそれが あるも の を除き 、令和 8 年 9 月 2 日（ 火）まで に、市 ホーム
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ページで 公表し ま す。（ 個別の 回答は 行いませ ん。）  

 

2  参加 申込書 の 提出  

浜田市美 又温泉 美 肌観光拠 点施設（ にぎわい 創出エ リ ア ）に出店 を希

望する者 は、参 加 申込書 （ 様式 2） を 提出期限 までに 電 子メー ル または

FAX により 提出し て ください 。なお 、 参加 申込 書の提 出 がない者 の提案

書は受け 付けま せ ん。  

⑴  提出 期限   令 和 8 年 9 月 16 日（木） 17 時まで（必 着）  

⑵  提出 の方法  

参加申込 書（様 式 2）を電子 メール 又 は FAX により提 出 してくださ

い。  

件名は「 参加申 込 書（浜田 市美又 温 泉美肌観 光拠点 施 設（にぎ わい

創出エリ ア））」と し、電子 メール 又 は FAX 送付後、電 話にて送 付した

旨をお知 らせく だ さい。  

 

3  応募 書類の 提 出  

審査（面談）に 参加 する意思 のある 者 は、参加申 込書の 提出を行 った

うえで、 応募書 類 を提出期 限まで に 以下のと おり提 出 してくだ さい。  

⑴  提出 期限   令 和 8 年 10 月 9 日（金） 17 時まで（必 着）  

⑵  提出 の方法   郵送又は 持参  

※  持参 による 受 付時間は 、月曜 日 から金曜 日（祝 日 を除く ）の 9 時

から 17 時とする。  

⑶  提出 書類等 （ 各 1 部）  

ア  企画 提案書 （ 様式 3）  

イ  金融 機関確 認 書（融資 を受ける 場 合は 内諾 書など 資 金調達 の 確認

ができる もの ）  

ウ  商工 会・商 工 会議所等 の推薦 書 （様式 4）  

エ  その 他（事 業 実績や事 業計画 を 補完する もの (例 :食品衛生 法（昭

和 22 年法律第 233 号）に基 づく営 業 許可書の 写し ））  

⑷  提出 先  

末尾「 6 提 出先及 び問合せ 先」ま で 提出して くださ い 。  

 

4  選定 基準及 び 選定方法 等  
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⑴  選定 方法  

ア  提出 された 応 募書類 に より１ 次 審査「書 類審査 」 を行い、 2 次審

査として「⑵  選 定基準と 評価点 」に基づき 、浜田 市 美肌観光 拠点

施設（にぎ わい創 出 エリア ）出 店者選 定 委員会（以 下「選定 委員会」

という 。）に おいて 「プレゼ ンテー シ ョン 審査 」を行 い ます。  

イ  市は 、選 定基準 に基づき 総合的 に 審査（ 面談 ）しま す 。また 、1 区

画に対し 出店希 望 者 1 者であって も 、選定審 査会に 諮 り、審査（面

談 ） を 行 い ま す 。 選 定 審 査 会 に お い て 不 適 切 と 認 め ら れ た 場 合 は 、

再度募集 を行う 場 合があり ます。ま た、選定基準 を満 たす 出店 希望

者の数が 募集箇 所 数を上回 る場合 は、より優れ ると判 断 された事業

者を選定 します 。  

ウ  選定 審査会 は 非公開と します 。  

⑵  選定 基準と 評 価点  

№  評価項目  点数  評価内容  

1 事業コン セプト  15 本事業を 理解し て いるか  

2 施設計画  15 拠点施設 全体の 世 界観との 一体性  

3 運営計画  15 タ ー ゲ ッ ト を 踏 ま え た サ ー ビ ス 内

容や接客 体制な ど  

4 地域連携  15 美 肌 観 光 推 進 や 地 域 資 源 の 活 用 、

地元企業 との連 携 など  

5 事業の継 続性  20 財 務 基 盤 な ど 長 期 的 に 安 定 し た 営

業が可能 かどう か  

6 「美又温 泉うる る 」  

との連携  

20 美肌パス ポート「 MEGURU（めぐる）」

（参考資料 2）への 取組み、施設間

連携につ いて  

 合計（評 価点）  100  

⑶  選定 方法  

合計得点 により 順 位を決定 します 。 ただし、 評価点が 60 点に満た

ない場合 は、い ず れの 応募 者も選 定 しません 。  

⑷  選定 結果  

選定結果 は、令和 8 年 10 月下旬 に選 定事業者 のみ内 定 通知書を 郵

送します 。  
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5  注意 事項  

⑴  応募 や審査 等 の手続き に要す る 費用は、 全て応 募 者の負担 としま  

す。  

⑵  提出 された 提 案書類は いかな る 場合でも 返却し ま せんので、あらか

じめご了 承くだ さ い。  

⑶  提出 された 提 案書類は、選定以 外 の目的に 使用す る ことはあ りませ

ん。  

⑷  提出 された 書 類は、原 則差替 え 及び再提 出はで き ません。  

⑸  提案 書類を 提 出した後 に、応募 を辞退す る場合 に は、辞退届（任 意

様式）を 必ず提 出 してくだ さい。  

⑹  応募 書類の 作 成にあた っては、日 本語及び メート ル 法を使用 してく

ださい。 応募書 類 のサイズ は日本 産 業規格 A4 とします 。  

⑺  応募 書類に 虚 偽の記載 があっ た ことが判 明した 場 合、その他 選定結

果 に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 不 正 行 為 を 行 っ た 事 実 が 認 め ら れ た

場合は、 失格と し ます。  

⑻  現在 建設中 の 「美又温 泉うる る 」 につい ては、 令 和 8 年 12 月の開

業を予定 してい ま すが、工事 の進捗 状 況等によ り開業 が 遅れる可 能 性

がありま す。市 は このこと に関す る 一切の補 償を行 い ません。  

 

6  提出 先及び 問 合せ先  

浜田市金 城支所  産業建設 課  産 業 振興係  

〒 697-0123 島根 県浜田市 金城町 下 来原 171 番地  

電話番号   0855-42-1233 

ファック ス  0855-42-0990 

メール  k-sangyou@city.hamada.lg.jp  

 

 

 

 

 

 

  

mailto:k-sangyou@city.hamada.lg.jp
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様式 1 

  

提  出  先：浜田市 金城支 所 産業建設 課  行  

電 話 番 号： 0855-42-1233 

電 子 メ ー ル： k-sangyou@city.hamada.lg.jp  

受 付 期 間：令和  年  月  日（  ） ～令和  年  月  日（  ）  

 

質  問  書  

（ 浜 田 市 美 又 温 泉 美 肌 観 光 拠 点 施 設 に ぎ わ い 創 出 エ リ ア 民 間 商 業 施 設 整 備 運 営 事 業 ）  

 

令和   年   月   日  

 

住   所   

会  社  名  

担  当  者（所属 、 職名、氏 名）  

電話番号   

 

■質問内 容  

質問項目  
（ 募 集 要 項 の ペ ー ジ ・

項 目 等 ）  

具体的な 質問内 容  
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様式 2 

 

 令和   年   月   日   

 

浜田市長   様  

 

住所又は 所在地  

商号又は 名称  

代表者氏 名          

（署名又 は記名 押 印）  

 

 

参  加  申  込  書  

 

浜 田 市 美 又 温 泉 美 肌 観 光 拠 点 施 設 に ぎ わ い 創 出 エ リ ア 民 間 商 業 施 設 整

備運営事 業に参 加 したいの で、浜田 市美又温 泉美肌 観 光拠点施 設（にぎ わ

い創出エ リア ）民 間事業者（出 店者）募集要項第 4 章の 2 の規定により 関

係書類を 添えて 申 込みます 。  

 また、同 募集要 項 第 3 章の 1 に規定 する応募 資格 を す べて満た している

こと、並び に添付 書 類の内容 につい て は事実と 相違な い ことを誓 約しま す。 

   

             記  

 

1 業務名  

浜田市美 又温泉 美 肌観光拠 点施設 に ぎわい創 出エリ ア 民間商業 施設  

整備運営 事業  

 

2 添付書類  

  事業者概 要書（ 様式 2-2）  
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様式 2-2 

事  業  者  概  要  書  

商 号 又 は 名 称  

代 表 者 氏 名  

所 在 地  

設 立 年 月 日  

資 本 金 千円   

前 年 度 売 上 額 千円（          年度）  

従 業 員 数 人（令和   年   月   日現在 ）  

業 務 内 容  

 

【担当者 の所属 】  

担 当 者 氏 名  

所 属 先 

（ 部 署 ・ 支 店 名 等 ） 
 

所 在 地  

電 話 番 号  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号  

メールアドレス  

※必要に 応じて 会 社概要パ ンフレ ッ ト、組織 図等も 添 付するこ と  
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様式 3 

 

令和   年   月   日  

 

浜田市長   様  

 

住所又は 所在地  

商号又は 名称  

代表者氏 名          

（署名又 は記名 押 印）  

 

 

 

企  画  提  案  書  

 

 

浜田市美 又温泉 美 肌観光拠 点施設（ に ぎわい創 出エリ ア ）民間事業 者（出

店者）募 集要項 第 に基づき 、下記 の 書類を提 出しま す 。  

 なお、 提出書 類 に記述し た事項 は 、全て事 実と相 違 ありませ ん。  

 

 

記  

 

 

 

 

提出資料    企 画提案資 料   原本  各１部  

副本  各 ６部  
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企  画  提  案  資  料  

 

【 1 事業コ ンセプ ト 】  

 

【 2 施 設 計 画 】 ※ 施 設 計 画 平 面 図 や 事 業 費 見 積 書 な ど を 適 宜 添 付 し て

ください 。  

 

【 3 運営計 画】※ 収支計画 や資金 計 画、人員配 置など を 含めて記 載して

ください 。  

 

【 4 地域連 携】  

 

【 5 事 業 の 継 続 性 】 ※ 契 約 希 望 期 間 と そ の 間 の 事 業 継 続 性 に つ い て 記

載してく ださい 。  

【 6 「美又 温泉う るる」と の連携 】  

（適宜加 工して ご 使用くだ さい。 た だし、用 紙規格 は 日本工業 規格 A 列 4

番として くださ い。）  
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様式 4 

 

石央商工 会・浜 田 商工会議 所等の 推 薦書  

 

 

令和   年   月   日  

 

 

 浜田市 長   様  

 

 

                 推薦団体   ：  

                （ 住 所 ）：  

                （ 団 体 名 ）：  

                （ 代 表 者 名 ）：  

                （ 連 絡 先 ）：  （    ）    －      

 

 

 

 当団体 は、下記 事 業者が実 施しよ う としてい る 浜田 市 美又温泉 美肌観光

拠点施設（ にぎわ い創出エ リア）へ の出店 事 業者と し て相応し いので 推 薦

します。  

 

 

記  

 

 

1 事業者名  

 

 

 

 

2 事業計画 の概要  

 

 

 

 

3 推薦にあ たり指 導や審査 した内 容  


